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 １．研究領域番号  Ａ２ 大規模問題解決の基盤技術 
 
 ２．研究 課 題名  変換ルール集合の中に潜む誤りルールを自動検出するアルゴリズムの構築 
 
 ３．研 究 期 間  平成２３年４月２７日 ～ 平成２４年３月３１日 
 
 ４．研究代表者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 
宮島 信也 岐阜大学・工学部 准教授  

 
 ５．研究分担者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 
赤間 清 北海道大学・情報基盤センター 教授  
馬淵 浩司 岩手県立大学・ソフトウェア情報学部 准教授  
王  旭 北海道大学・情報科学研究科 修士１年  
小笠原 秀美 中京大学・情報理工学部 准教授  

 
 ６．共同研究の成果 

研究成果の具体的内容 
知識情報処理システムの開発では，大量のルールが作成される．これらのルール用いて計算状態

を等価変換していくことにより，問題を解くことができる． 
一方，システムが高度になると，それらが欠陥を含む可能性を無視できなくなる．これは，高度

なルールの作成においては人間に頼らざるを得ない部分があり，人間が作成する以上，誤りの混入

を完全に回避することはできないためである．大量のルールの中から誤りルールを人手で検出する

のは膨大なコストを必要とする．その結果，システムの異常な動作が発見されているにも関わらず，

どのルールに誤りがあるのか全く分からない場合も少なくない． 
この問題に対して，研究代表者らは誤りルールを自動検出する二つのアルゴリズムを提案してき

た．一番目のアルゴリズムはルール集合内の「矛盾」を自動検出するものである．二番目のアルゴ

リズムはシステムの仕様とルール集合との間の「矛盾」を自動検出するものである．ただし，二番

目のアルゴリズムでは，システム開発者はいくつかのルールを追加するというコストを払う必要が

ある． 
本研究では，システム開発者がルールではなく，「これらの変換は等価か?」という質問に対する回

答（Yes あるいは No）を与えることにより，仕様とルール集合との間の「矛盾」を自動検出するた

めの理論を確立した．また，この理論に基き，システム開発者が上記の回答を与えることにより誤

りルールを自動検出するアルゴリズムを構築した．このアルゴリズムはプログラムの実行により得

られる節集合のボディアトムを用いて新たな節集合を作成し，その節集合を変換する．そして，そ

の変換が等価であるかどうかをシステム開発者に尋ねる．これを繰り返すことにより，以後の変換

が等価であるのにも関わらず以前の変換が等価ではない節集合を検索する．この節集合を得るのに

使用されたルールが誤りルールである． 
 
研究成果の意義・重要性 
 開発するシステムが大規模である場合，以前のアルゴリズムにおいて誤りルールの検出のために

作成するルールは非常に長いリストを扱うものとなることがある．そして，このルールの作成には

大きなコストを伴う．これに対し，本研究で構築したアルゴリズムでは，システム開発者は Yes あ

るいは No という回答さえ与えればよい．その結果，誤りルールの自動検出を小さなコストで行う

ことが可能となる． 


